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鉄は J;r~ !自 J'字表の 26 番 1-\ の Jじ-.}(;で.般公変態と柿

千変 1生以外特に興味を引く{f1:凶ではない.人郊の

歴史に鉄が登場するのは tt 銅器から鉄総への変避

の可 1だが.この欽はもとよリこの鉄ではない。

fJ· 、を点っ占、に焼いてから水に焼き人れると IIW く

むることは rl' ザ 'Ie なら ~lf~ でも知 l っている。筆者も

中"f 生の II:~. .fI 1'.IJI は忘れたが硬い鉄の体が欲しく

て ./i.HI を九lU i コンロて" l'i っ品、に焼いてから水

に政リ込んだことがあった。期待に lえしてたいし

て破くならなかゥたように l記憶している。今にし

て思えば旬以来の iA がh'.') 主くて|分に焼きが人

ら tよかったということだが，それが分かるにはあ

と 10 年かかった。

1'-' こは. .m ほからいうと (.y ，かであるが I.スォ;が

含まれることがある.炭素の Ei によリ. 0.02% 以

卜を「てつ j. 0.02% から 2% を『鋼(はがね )j と

いう。 fj 銅背任 λ: 'VI の肢を似 i生したのもまさにこの

「はがね」である.この「はがね J も川温からゆ

っくリ冷したのでは. 600-7 似J·C で「てつ J と炭

化物に分れてしまい全然岐くならない。 はがね J

-1

を }λ-.}(;J岡として hI!うには.この600-700·C を述や

かにil!i過させ rてつJ と炭化物に分れるのを判l

える必安がある。これが焼人iLてeある。

I'i) じ「はがね」でも jλオミ ~，t: (ニよってで1:'11がril

Y4 なる。 01%からO.2%f'，!.伎の炭素を合む「はが

iJj は +x銅と 11'1' ば it. 焼人れてもそれれは刷くな

らな u、。これは焼きが入りにくいことに 1m えて，

続きか入る(すなわち fJ~j品村 lへ変態する)以!庄が

1"1いため.冷却小に百易に紘反されてしまうから

と 4 えられる。:Ii. HIに ifわれているのも句この

「はがね」て“ある。 0.4%から0.5%れ』伎の炭止;を

含む「はがiJj は刷鋼と II'T'ぱj し l出総のバイト.

穴あけドリ Jレ17 に 1変われる代物である。 6111鋼では.

焼きが入る以1主が室副よりす'，' 1 品、、 f"\:J主なので.

冷却。 I' に焼炭されてしまうようなことは少なく.

焼き人れは比較的谷弘て'ある。

「はがねJ が焼人れによって附くなるのは、 1!Ii

心、，i:)i Mlの日品川II (オーステナイト)では私 (roll

に比較的ゆゥたリと人司ていた炭ぷか，体心立 Ii

E114 のfJ~弘樹('7ルテンサイト)では絡 rllllにぎち



ぎちにぷ込まれるためである 焼戻しとは，この

桁イ/Illに詰込まれたjλぷを炭化物として外に fljlW

すこと l止び格 f 変態による体仏変化を緩和するた

めに 3持入された転i立の;止を減少させることに他な

句主い。 7)レテノサイトは品込まれた炭ぷ11kが多

いほど硬くなる。紙撤(I(Jには j長ぷ;，Iが O. 1~括的 iJ11

するとづ IIJ1ゆ1 さが --25k~/mm2J·.-11- L. O.4%.f:¥U!t

のjλ44; を合む「はが jJJ では IROkg/mm' にも j主す

る。ロケ y 卜もこれで作れば 1;:lmi て1月むとい 7 と

よろだが，それれ'附 lF ではな L 、 o i' ょ中の炭，£はf'(\

{-nil に位 i目するため、 jJ; 11;((に比して !Jj:lli が作易

である。従って卜分に焼きを入れるには急 417 を4

~，とする。水冷のような阪めて与"、冷却は焼人れ

時的熱ひずみが大さし形状によっては焼人れだ

けで ~Im れてしまう。政切な桃造物に成形した後で

は焼入れによる変形が恐〈、また成形fI ll に焼入れ

たのでは則くてとてむ iJll I できない。

ヰ Hi 日fの M I~I) ロケソトには 7ルエージ鋼が {'l: わ

れている。マノレエ ジ制は「鋼(はがね )J ではあ

っても. 1也の「はカね J とは ~I( なり以，£をはとん

ど含まない。 rはがね」とはもともとは炭ぷを:?

み句位入れによって 7ルテンサイトに桁 f変態す

るものの呼刷、であったか.今rJでは必ずしむ iえぷ

のイ d!~ F;にはこだわ句ない ,:':,i:':'-I'll(オーステナイ

ト)から!J~世相 (7 ルテンサイト)へ.無 ·hj:n~ 変

態する鉄て'あればすべて「鋼(はがね )J と昨んで

いる。また主1-. 41 欽. 41 全以を I~n わず、このよう

な無fJ j 散桁 f 変態を総称して 7) レテノサイト変態

と呼んでいる. 『はがね」においては.炭素の代

リにニ y ケル 7ンガンを含むものむ同級の担拡

散変態を 1 る。ニ y ケルーマンガンは j主主とは異

な I) 、持 (I: 日には人らず栴イ仲間的割、 IJ;( (と iFt 換

する。 11t って焼入れてもそれほど向 t くはならない。

またこれらの;出島町 l J己主は棉()l .\J) じよに比べて拡

散が桁泌いに辺いため .zt パTあるいはか冷でむ|

分に 7ルテンサイ|に変態する。しかもニッケル.

7ンガンの:，::を凋草することにより，変態温度を

I止< 1111 え，転 f .'t: ~1庁，肢が両< 1mT. tl に川んだ微細な

7) レテンサイト組織を得ることができる。

7ルエージとは‘ 7) レテンサイト斗エ ジング

何年刈 'J) のことであり .7 ルテンサイトに変態後

'I'1 HiH' J な品!主に}j ll 熱することを意味する。時制 J と

は組織'I'に過飽和に 1，\ 1 i1; している作イヤ花ぷを単体

あるいは it.{~物として迫 11 1\ -9 (iH:B させる)こと

てdあり ， iiUI\ す合令 Jじ京が ~/n 免 J1 切‘約二 f 問中 jかを

除けば Kk' ;il 却の焼戻しと有 'I り弘、句なし、。ただし焼

Jj:: しは t~ (n\] にぎちぎちに l)~;i~ まれた炭素を追."1\

すことによって +a~(- を軟化させるが，世換 I~'~ Jl:ぷ

を jfu!\-tu 年刻 J て寸;1: 11 寺郊 J相， -:Ut: 却の多< IH ム 1立をピン

II めする効月とを ft ち司王JJ.象 (1'1 にはむしろ正由化を引

き起こす。 M1111 ロケ γ トに i止っている 7) レエージ

鋼 (HT-2 1O)では. "7'レテンサイトの強 1~ は -80

マルエージ鋼 (HT -210) の電子顕微鏡組織写真

通常の熱処理を施したもの 繊組
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ft うとニろが大き L、。ここでいう rnよ十I'J とは r IJl~

l味料J il~J な役~Im をする組織制御 JTJの微 ht:)じぷの添

JJlI をむ昧する。 7ルエージ鋼、の出合金持株鋼て

は.このよ -j ~:微11 Jl:ぷの i-f， lmによる「味付」は

それまでは全〈試みられてい〈よかった。 'j'f-'lt等は

10-30ppm のポロンと.ポロンの化合物を作り ~J

い yじ，k; (Nb , Ta , Mo咋)の似合iMlIがこの「味付 J

i止を栄すことを見n\ した。

--;>jレエージ鋼をマノレテンサイ l から加熱しオー

ステナイ|に変態させると.変態 1(' 後のオ ステ

ナイトは --;>j レテンサイトから引制れ、だ転 1止と変態

時に導入された尚子争 l 皮肉転位を合んだ状態になっ

ている。 J泊'ii~' はさらに加熱すると転{!l:~ff- ;"i は急速

に減少するが、ポロンを添加した鋼位ではポロン

の化合物力、微細に析出し.転、仙の I" \i li をの企'}jに Ifll

えてくれる。 r"l 干巨伎の転 1止を合むオーステナイト

から変態したマノレテンサイトは，も~めて 1担割 II な組

織と主り. 1;~ lJ i. 似性を改 i!i するのみならず水素

腕刊 lニ J'I する感 '2 刊を低卜させる。 M J~I~ 口ケッ|

川のマノレエージ制では初刊をjJIうことなく強肢を

20kg/m げ以上 ':'il'. させることに成功した。強度と

相~t' l についてのこの柑 iii ，今のところ-f li が1;;\ (世

界)のチャノヒオンデ-;7となっている。 l'iJ 憾な

~iii 化を.肘 10 ， Ti 等の令金 *11 成を生えて 1'''1 る場合は.

平'1I t' I が40~o f' ''li{J~ 卜してしま 'j •

r.1~11f*li,\? ~~~休化処J'1 IJ と名 f'l けたこの T争法は

HT-210 を III , 、た M~'~ロケ γ トチベン"ーの強革"1ft

にむ J自 111 している。 MI~'.! ロケ y トを III' 、た科・'n~i

J 1l，ミソンヨンの ，"，J})の災には本 hl、の;年与が大き

い b のとひそかに1'1 J~ しているところである。

，人的ステッフとしては fJW~ 'I'!--;>ノレエージ鋼へ

の同子法の jJ!i Fl- I である。実験記 fit; 背ではあるが 30

PIJIII のポロンと 0.1% の Nb を添 ))11 することにより.

Co~Mobf守主主ぃ鍋料の開発に成I}) した。

また J)!.{I は \'iJ T-.法を適用することによリ.強制

刊のパランえを似ち主がら Ni をfJ~純化する[夫を

検I;-tしているところでもある。いずれも次期ロケ

y ト用の心力な候補材と主るむのと i切りしている

次第である. (くりばやし・かずひこ)

k~/mm'に過ぎないカ、時刻jすることによってzωk~/

mm
2
f.'t. 1主に制化する. lit って7ルテンサイトの状態

で成庁長JJlIT. し その後に時刻IJ (場合によっては地

入t し M年企M を IJlIえ 6出くして j'.l!っている。このよ

うな烈泣j!:j f'，:がとれるのも 7ルエージ鋼な句では

あるロ

。L川の7ノレエ ジ鋼のはとんどは 1962"ドに米1£1

で発表された '''c-18%Ni-Co-Moー fi を成本年lli止

とする 18%N i--;>ノレエージ剃である。この鋼Hiは.

Co , Mo , Ti の i止を変えることによって 150-240

kg/mOltの強度レベルを得ることができる。本子千金

は. ~~U丸干'I性， 1mr:M 等のバランスのとれた合

告であリ その後の発達は中として溶解技術の進

歩による不純物浪伎の小さ主合金の製店を可能に

した山にある。 1也の合干k! c，l{を組合せたものも.

その佐伯極的に倹 λ されたがこれを超えるむのは

よた.!，t!. :H されていない。コンヒュ-;7による介金

ぷ;;1 が1 j われていなかった当 irS にこの制 l成が決め

られたことは的見に fl立する。しかしながらニの鋼

付!I立政命的主欠山を抱えている。それはおイ l イ1;:J，J'，

を ~-:d: に{史 JTJ すること.またそのため極めて，:':; 1,m
なことである。 70年代の後I'に世界を襲ったCoの

械端i 主 lih 緋 Lt ，それまでのマルエージ鋼に対する

弔え }j を m本から変えてしまった。 III 伴はニぞっ

てCo， Mo略的 ~i イl イi1:M を 1世わないあるいは減りし

た合全の開発に l以組んだ。 1981 Jj→に，、リの航空ン

ョウで~~ぶされたCo? リ -'"7 1レエ ジ鋼は.この

線に沿ったらのとして注目を集めたが，同時に熱

処J'I'，粂 f'l によっては 111. くなり易いことなどの謀姐

を伐した。 18%Ni--;> ノレエージ揃は. Co, Mo , Ti号

を *Itイヤせることによりバランスのとれた性質を'土

机しているのであって，組合せの変更は必ずその

ノ〈ラノスを欠くことになる。このことは以前の附

究によリ l正に I~I 句かにされている。ノ〈ランスを欠

くことなく組合せを'pi.えるには， fofか他の「味付」

か必要である。

我が凶が戦後世界にit:!:たる鉄鋼'七産問になった

のは，品、官{リの 1{ILL~干の生産の合'}j半化に IJII えて裂

造ライン卜で湖町(熱処開)を行うための熱也J'~

Jt1~:rの側主主とそれを nf能にする r味付」の成I}) に
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お知らせ)O;O()O()O()O(><)O(><)切何~~~)O(><><)O(><><)U()U(><)U(><><><><><ミ量ジ

食人事異動 v

発令年月日| 氏名 異動車項 |現(旧)職等

(採 用)

出 I~. 1I 附川虻|川町長B小
Ii Ii~附
(配置換)

" i 本 1'i- I:I 川究明以|日[山
学部教 t2

(客員部門)

M l 本 7r I:I，~"川制、制
のHilI削除

if二=ポ\'" *惑星科学実験用レールガンの開発
附崎;\\ ¥1
h 事嗣 J fJV: ~3H どうしの柑仇片的クレ

にと'" -5'ー形成なとず太陽系のIjt. ~との'I'

でf~J: 突 }Jl 誌との米してきた i立 '11i1J は大きい。これを実

験4、 I) 、l で附'允するためのレ jレガノの]J }1 JC が相似

141 キャ/ハス プラズマリ J舟宅て v且められている。

レ ノレプ 7'/ は切火Jt lS ではなく T正弘，.1)で II~ 羽1付、を ))[1

J坐する荻 ji(;: で.従米不可能であったような起日泌

を HI せると 4 えら hている。lH Jjc は』的勺たばかリ

であるが. ,VJ 1 グラムグ)フラスチ y ク製 II~矧休を

秒辿 3 キロメートルで II~ばすことに lJX: JJjした。よ

紙のり!\は.それがアルミニウムに Hlj突してでき

たクレーターで， I，符 3 七/チれある。十 II 宇佐 (I'J には

秒J主 10 当日ノー I- !し JJI といっ日以占もあリ句 15J11

!I 'I ，)、験ばかりでなく.封)， UJ~ ，i1ト到、出 1 耐えテ

ーンヨンの村山イ l ド:)j必 ':I~ のI:ト]51:らどに利 l川するこ

と L 相rlHさ札ている。(刊山弔)

~表紙カット~

レ ノレガ/によヮて門り illこクレータ o

*ブラ y ドフィールド葺星 (19875)

ブラゾ I" 7 ィーノレド峠 H を鹿児 i; ，'j ~I!~ I人l之 llli によ立

itJ さ hているンユミ γ トカメラて凶 Iil/ illll した。ニグ3

I'\:'/ は今年自) J;オーストラリアのブラ y ドフィー

ルドによって 51 tよされたもので‘ 8)J には 10 ;'l'で

あったが， IIII の縦訓 IJUS には 5 -6':'{の lり l るさに

な勺ていた j!i:11，l .I ，(j 山 j的lJ .f 刻は1' =1987 ifJ 1H7

211r: 'l で. ニの '1/ !\?t~ 見川をしたlI iWJ が 11 止 'L I~J るく

大気圏シンポジウム

ill 時昭和 6: JIr IH12 1:1 1大)-14 1:1I~"

土品川 j 'j:'ui 刊ザ耐「わ iJi·45-~J·ftH 1 ド??会議中

宇宙放射線シンポジウム

clll:¥: 1I{\f1l 6: ，年 I )J21F1IN-2211(:t~

場所 ~:Y 'l n科7研究所 45 ~;館 l 附会議ヰ

宇宙エネルギシンポジウム

"1I!i ，凶利 163 可 I)J26cll 大)-27 1:1(小)

上品!町 ヰ'li d中::;:fJJf ')t， ijj"45 4j館 1 lWi 会議セ

以|間 fT せ先

1 市判中台 WJt 内1 山f'jt 協力 ;j~~ ・

)1 、|百11' 11 川係 O:;(~6 7) 1111(内 235 )

なった川である ω 内之浦から WVJ川見えて.開l る

く飢H川しやすい{立 ill: にあり， I~ll'jかつタイプ I とタ

イフJ] 的地がIi'!!:必 H·I， A、た行 JI~はハレー以米初めて

である。

デ- Y:1987年 11)I1 品円 l 白 11.\'34分 .J ST 50<:10 シ

ユミ y トカメラ ([7500101 )コダ γ;'2475 レコ テ'

イングフィルム A 己 A1250 ~'i W I 分 位 i山 α

18h32 ,2m 0 • 7" 17'

(栄米 i~JilG 'Will)
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合 K-9M-81号機ロケァト噛み合わせ試験

1O!-J24LI から判 i帖~1.京キャンノ、スにおいて K-9M

-81 号機の"向み介わせ試験が 11 われた。このロケッ

トは， fj'·) にの -Y'I 山!，I;)也を中心とした人j;Jiの ';·:'dii 目

到Jのための以 I丸i-J- il!l l という観点からは i白されてき

ている 'f12 IiJ IUfi {I n究のー lIi として，1IT:自 t層における

冬の 1111! ，の1[(出 l立の呉 'il~' を解明するもので， I I:!

おいて打ち|げられる S-310-18 り機とベアで実験

を行うものて"ある。丙ドイツか句のプラズ "<"lei. 立

礼III 定作も参加 l している 1£1 際協力のプロジェクトで

ある。

円~I み作わせは予定どうり川 n; 淵に行われ， 12 月 4

H に終 f した。 1 !-J 十)J めに枇終本総を行い 1 H25

R4 的lH 与のrJち上げを寸"oEしている。( iTIJi:,\)

*エキスパンダーサイク Jレエンジン燃焼試験-II

上記試験が今年 HI に I) I さ続いて能代実験上品で

11 われた。燃焼試験は 11 月 4 ・ 7 .11 日の 3 回れ

われ句 1iifれ L 良好な結*を得ることができた。特

に 1jh試エンジンのAE特出})の23%までjfi ブJ 市1 1il'1! で

きることを H作;~，した外， 31111 同の試b主では街並~ロ

ケ y 卜'人験機 (HIMビ S) の飛行を脱概した P-f "%j: 火

試験にも成功した。この試験をもって凱交技協イーi

きエキスハンダーサイクノレエノジンの子 fliii研究を

終了した。(成足) 再着火lこ成切しだエンジン

~拘合 銀杏(いてふ，いちょう)に聞きたい j
.駒場〆…ー さ

'I剥J.!i大ぷ災後，研究所(マ/ホ ノレの税にも 所は才l 前も幾度も変り， ·If;.本の下を千 j' ~ 米する

ある様に点尽刊』園大'rι航'4H研究所)が越中 }~jlj より も見込、って行きました。この変リ係を主lift並木は

ここに彬って来たH寺は一川似の23 さだったよ4 何んと眺めたでしょうか。( ,J i III 和夫)

私が入った II!，' Iこ|制いた話です。この話をしてく が￡崎議機擬織描闘欄園調酬額磁{

ださった人は 50 ,1' I1-'~';;， iで亡くなり.すでに 20 年以

十が過ぎました。今思 l、つでも 20 年時 IJ から ·I f'.木は現

在と|司じくらい大きくぶ派で突も沢山つけました。

秋の故金色め，'.1:1:長は室、うに」止ばず， -i f生の凶小

さくても 人前の形にけ 1米上った染っぱの loR もう

れしい眺めでした。

i ともあれ，1'封切綿菓を繰返して 60年余.その間

1 世ノド IJ成長を続けて今 H の安になりました。{i)I'究 臨川内町 側畑蹴蝉量

一…
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*中島文部大臣が来訪

さる II)-J26fl. 'i'!込悦太郎止;部大阪が駒場キャ

ンノ、スに~~坊された。

小川!リ iL 乙凶村(純"秋必 1IIIj 教技与と *u 主の後、

「ぎんが J 1~ 市1\ セ/タ J止び IH11 街11 市II セ /7

において.織野教 Jf. 小 Iii (勝) J助教 11 ， f) f総数 Jえ

などか句「ぎんが j ， r さきがけ j ， rすいせい」の

Ij l.i1!'1 l.北米等の説明をディスフレイを比なから弛心

に UH か il ておリました。

また，.(.j担 l~~ 捌体， s 卜Vのモッ 77 ，'1 フなどぷ

ii 止制 II もは，，'/さ i l，千定時 Ill] を厄 i過する悦疑となっ

た。大同は， "':'d im の利"f:l ili )，'による脱出'Ii北米が

i¥I:~，l (I'J に， :':j <， i'Ff，出されている夫総に関心と興味を

;ffせら J し 'i(，' に "If勢を崩さずにA町l を受けていた

も，~ (が印象に伐リました。(行什<)

-往IJ;I ，，<:d'

, JJ，パ1~1.li1 大統首Itt拶

と町I，測に J並行 L ，制;いて小 I lI'j':'di研所長が悦~'j:を

述べた ('// fi ん一)また， :--i ASA(;}:1叫航ZEal 街同)

の 7 レ y チャl<'1':" ， ESA(ヨロ μ 、 'j':'rh 機 I~J)

のリュスト iと I':" ， 11(1(れ If" 十'山科"f: 611 究所)のサ

グジェーエフ Ji)i"J~など III 界的作地か句悦 'l. ll:やノ y

セージが寄せりItた。 ((I'J III)

の人たちが. ミユーロケソトや「ぎんか j i~i lot ,

JlU! 1tl 幾何枚 P141? 専の比'1に ，;h れた。

かねてよリ、 'j': 'ti i 科'"t 61f':先月 i の"民地設のある 2

， h:; lH f( 判 l枚目し能f\:， =附， FIH I.内之浦)は、

朴I7 U'I !.I IH と， j'!! 円を深めることをし I (I'j として句 IfJ!

凶f dU1;j を結成する叩 fiii を進めていたが.このフ

宇 n:i科"f: 61f 究所が来年度に砂もすることになゥ

ている相脱出 z 市は.このほど人 U が50)) 人を突破

した記念として rふれあいフェスティパル・さ

がみは句 50j とのキャソチ 7 レーズを仙げた dit"

の祭典を.さる 11 JJ7 ・ 8 Iiの両日， 11jiliJ::I~!f'jl1

公 l必lの t，'i'lt生会 J~jにおいて行った。参JJII -I'，は約 30 万

人と lfi 定されるが.おりかり 'Y'd i6lf利付'U申、キャノ

ノ、えの椛jE 機能よ式数械を公開しており.キ:J 5 千人

千一一コ弓ふ一一一一一一一銀河連邦の建国式一一一一一一一一一一一一一?
l

ェスティパルにあわせてその「越同式 l が.行わ i

Itた。 illlJ;1式の会場と主った 1日立制 II見原球場に Ij ， i
5f'3 行人の di J( が集い， rI本ブイルハーモニー 1

1ヒ?le 楽 Jeli のブアノ 7 ァーレをパックに I

, 11fJHiel 伝I (制 IH~IJ;J:) 大削 i (di 長) 1同 1
・~Jlり'I辿 J·I~!~1';'i発1<，大統制『昌名いj:-a ィ，) I

-EE4 膨EA---l
6



宇宙ロボティクス

宇宙科学初|究所司 I 谷一郎

近」、フ1~ (7γi-: Hi ロポ~ I には.MがJYJ待できるだ

ろ') ，千A のペーパーやレポー l から伊IJ を拾って

みょっ。先ず.消耗品 fin 出(?ロポ~ I 。品、外線拡l1i l!lJ

1~(.Plt の冷却IIIヘリウムや.ガス欠を起した m~止辿

11¥(;UJ l \ の燃料を補給して l司る。 ;J、に司ト 5主l保存ロ

ポン 1'0 ，3 JU· 、 1( 1iを彬動しつつ. I)裂の抹 l札分

析，私~*の (i ， ill を行う。泣い感 J t \ ては屯械の j!:{ 延

11.\'1 日!が大きく、地球からのリア jレタイムの操縦[立

件l自I; て 1' ， Wll'J な判断機能が安ボされる。次は，

サンフルリターンロボット@ゾブ l ランディング

l止び jlj5t 射を行い、'I' r 凶の l ならぬ，小:芸品 I の

土を十 t! に納めて I也I;!'に f守ち 'J'~i る。

このはかにも.大町 J附造物の Ml\ 't:てロボ y 卜.

11MJ ，!の f人材 t，修J1 1'，ロボット. j!~ i1 un 、の尖験遂行

ロボ， I·. 機材辿搬ロボ， Iｷ. Ji~ 品 lui 収ロボ~ Iｷ.

ヰ U.i I 坊の労働ロポ 'I I-~tj' が々払 l j-~ され、.~:ff1 i Iヰ

に般討されている。

こうして·If;，べてみて分るのは，法するに人 IBJ が

することは.い Iで L ロボソ}で代行可能というこ

とて"ある。~くの J品令.人II\ J より比政に .jill やか

に.安全に.そして手 :lllli にミ y シヨノを述成する。

といってら， 'j':'di ロポティクスを立える技術 1 ;1

I也|ロボティクスと似て， I なるもので.解決すべ

き~~~足 iは州数にある。 WIJ えば句 q':'dl'~1 日l て''7ニヒ

ユレ-;9が物体を J附もうと腕 i をドIiばすと -I". fl と

なるべき ttl ，山本体が Ix 到J て叫 0) <1)，地卜のアノレゴ

リズムは役にむたない。そのJ-，重力の ~!lf;い cj 仙

'十 I[l J では，地|では J7 えられない大きな(数ー1 怖

から行{川;~l~ 伎の) '(1(:I: の物休を J'i:刊することが可

能て“あり、主力とは性質のyt る ·Ib，且および回転の

1ti位 1J が附1足[Jとなる。マニピュレ-;9の r'I!J'11j'J

を防〈二l 夫が必裂な I~r'以て“ある。

また， J也|に比して人 1 1\ 1 の介入が行妨でない 'j

'd i 'lH 1\ Jや~3JIU では， 1'1tltfl'J;;' 判断を行うインテ

リジエ/ス力、~:ボさ It ， viii 悩に相 111 するコンピュ

-'7. J止びソフトウェアの研究が民生 tである。

下に才、すのは. ~j):昌らのグノレ ブが悦楽してい

る (:?rH.lllj 収ロボァトの概念 I~I である。 5FU の 2J，J

機での実現を日制とするこの尖験では、ノし併に機

iiE を{ヤIiした 7 ミ -jr"j gJ をマニピュレ-;9を 111 ，、

て、 Jill 仰する。人 IB] はlIIi1 Ji には介入せず、 SHJ の

コンビュ タカ\ダミ flUJI~ の連動向手相 l をわい.

II 動的なランデブの後.物体の|日|転~Jf OJ を解析し

て JilHJi を h -j。目に相当するセンサとしては.レ

ーザレーダを ifJ' 、る。この尖験は.実用的な j-:'I 山

知能ロボット|出発向上正い iu のりの部 品、に相当す

る。

U ノドは御イ f 知町通') , ロボ γ ト大国。地|のこl

坊に導入されたロボ y 卜の数では . ~n を抜いて陛

出t· である。 -，}j， 'j: 'diのロボティクスの研究は.

まだ各凶由fスタ トを切ったところてdある。千l 人

飛行て1!μLをとった H 木として Ii. この分加では司

赴JI' ，ポl 採の主;~H住をとりたいものど。

ベJがてヰ 'tii には， 51' 小説の:t!.!，~力む及 IJなかっ

た様々な 41 妙な形態的ロポ~ I が町何 Ilj. j"Jtl

!J 人(例?) b , ウヨウヨと:川ιd品ωリUr(パ4一る H

人だeろう。そのときに. 'j':'r i-iに於けるヅ iIHJ }Jの犬半

は， II 木製のロボ y 卜が提供しましょう. という

ことにしたいものて

-7 ー



a 普及書、 L'§ L
中国を訪れて・・・・..。

宇宙科ザ研究所西村 純

ISAS ニヰース fll) I'll りのころ.やがて II ~.の弘、

球ヵ、ンルクロードの lvRを「胤のまにまに」期L\:

II(，やってくるだろうと JFu 、た。 n '1 '1品 Jll] 夫験的

大 i-HWi 断欠球ヵ、ゾ、をむすんで. IJ 区児};，~引の l人l之 ~tH •

lく scから討J去が Il l!; if げつて引ったのは 111 イド的ニと

てーある しづと L航路はシルクロードではなく

!-.i l.ムI'}.j J;(のあたりて'ある。今年も 'λ験か行われ

て II1" f. ι 合的て，;1- 4 機が無が点主同;海を政リ. -liL

仲lぺJlti };.，:のf.J近て'観 iilll ~;; tJ'1l!1J))(された。 ~:'f ~.~は初

の山泊の lq へともカいたいむのである。

何年 IO }Jから 11 川になると税年の ril"\lllj を料 i るた

ダ)1: '1'11111 町との折 i耐か必!}t:になってくる 11)JII

日川I<'しよく川れた成川明治を桜 11'，'， と nl!;ひ古ーっ

とわすか 3 時 H:l ばかリで. 機は 1.1 抵の 7民社主に ..rlil 出

しよフとしていた u リ民沿には店内みしりの 1-.il'l 1<文

引の乙 hou さんか 1' 1-\むかえにきている。 ZE 屯III の以

~I; )j-L長 L Iii! じ飛行機でj! IJII\ L.， IIi でi'U ー祁して l

ii."iiiI人lμ むかう。!-.i l'j.ぷ丈子;では新しく丸小守 Jiii

Z立と VLI ヨ llil のアンテナヵ、 iし成 L. tl 1JJ与をやるの

でJL~l' 11 を介わせて米ていたときたいとのよとで

あった。

1.1 悼の IJli )j*~J50~1I1のドill に jzt 色町よ 1 、，卜さな III カ、

ある伺 UI I にフランス人によってh(iji'l'\'叩)A::'tCU

;;H 尭カイ 1 りiLたグ)(よ:f; ~J 1001f.til]'η ことて J) る そ

の jB: < 新しいドーム的 'I' に I I1.壬 1.56米の光'"'/明

迫鋭かf耐えつけてあ勺た 式場に杭くと阪かに化

大か l って句問日制\ ()じ It点大'7 総lと).止I !·.ifJj.i,lIJ

dik むどお H正々 iF ·If'.んている。 tU芋かは仁まリ

:-J A 日 A の !""Iinn 川 l ベ:....t~本光 'I:.. それに fifo L ひき

つついて悦日を i主べた ω Jill ， J{の Ii は q 'I I、!の i; 11.~ 々

の lili でいたく !;!-:~I ，C') llli j' S ちである"つづいて保本

さんや小川 Ji) 1"!との n~:1比カ、叫以される。 I ·.illj)';止;h

の川 fl1~は数年の紛})がみのって.泊二 'I~~i~~止と

'， li~店守JA主~~が k 丈 f; の l·でH'，米一1.. 1 ) .今 LI をむか

えた i庄 tぐの h"a:ミの H て'あったに沿いない。

2S ;f(:的アノテナはややは主 i LIe 場所的刊Iのほと

りにあった。 rllu の ill 分と L、ヲ If~ である J' J!r ア

メリカと I"W年観測をやうている}計をは 'γ さぺ士てい

たたいた ~叩 liS 刻のむととなる水ぷメーザーは

|州大丈 ffの独 rr の叩の Lので刊界的にもよく

知られているとようのヵ、以本先やの jj lur，であった

実験中 ι 機能的にf1りれており.新しくf1'りれ

-8

た付属的研究 hU ~ fill 々 ';';'14:刊のよい刈て"あったの

それから数 II 後. .1、連 Llih ，;(の紫<'~山大丈 fz へ

そして.北川町相 lin f中 J・技術'1' 心へと旅をす 1 め

た。

'中川千 1 '1' 1主柿rIll ，し、は j此j[[ 常川物川 l 日f 光向r とイ'lf4':

L. つの Iii I'ヲ，'t l~i' になったとのニとて'ある。ここ

での大与なブロジェ 71 の l つは H 中大汀航断公

球.それに ifJi :rH}:.'j における観測ロケァト法地の ·ill

設である o ?f It.商品は fiH~ の先」仁科卒 ~J20' 主.ハワイ

とはぽ l丙l じ綜 11 て'ある。 1(( (討 ~J 2∞加の仏で大変

;:t 色町よい jiJi たとのこと.説。 1川)，1;;地は 1989' f. 完成

の f記.へイロ ド約 30k~ を .:":jl 主 2 1O krnf'.'} 主迄打|

げる。~r. mu:~) 10 機H I-. If の干~.Eで赴":L1本からも

鋭利純を J時ってきて ιι 外、たいとのよとであった

また W. \'f O) 実験や:上物 1\\J(，j\の filf Jtは刷以問的 f~i 'I'ｷ
ですでに何度か 11 ヮているとのニとであった。

II I!;行機ヵ、 H.:~( を発ヮて {/J 1IL~: H\1.機は大さく;，

に川""I して LI 本にむかう。 卜仰の lmであるわ伐

ZEなことに .DIよ仰<.防イ什ははることカ汁H ~~主

いω 大さくフねる lI'tilH~I:~(~ \;、の外 i瞳(ワイタン)

にすち， IL;~r H'i外 I' 、|によヮて他てり it た J ':大なピル

か凶際問 I) rli としての上泌の象徴て， J) ゥた.ゴロー

ドウ z イ 7 ンンヨノは今むその寄{よかわらない。

幾多の日本的人々か民散とと ι に j位した』仁川川怖

とIi\' dF. 怖は伐れそく i与にぎやかて...，~)ウた プ口一

散る引 II 公 1.1 の{O':};些の l記念館.そして彼の心をな

くませた内 IJI ， I:H'i のたたすよい.なと'か.'J.'.いけ 1 さ

1ι るので "J) ワた {にしむ句 じゅん)

新しく完成した上海天文台の 25m 電波望選鏡



_，J，~(戸、\ー

よふ手一1 アンテナの話(最終回)
ースペースVLBIシステム一

本ンリーズに対し1"-7.£より多〈機会をJj'jいたの Ii法。
で.今削はアンテナを IT!いたンステムの話をした 60 年には既存のil!i W~ill~. (TORS) を)+1'、て y

いと， tl います。候補としては i断言ンステム.レー ステム尖日 II のための実験を行う， ;j. L!!tiが.米 I£IJ 刊 e

ダ等あリますが、こよニではまだ実IT!になっていな から提案されました。これは術庁ーアンテナとして

いホ y トなものとしてスへース VI.BI を取り上げ TORS(4.9mω. 地上アノテナとして NASA キ守

ます。スへース VL.BI は，:;<， 1 にぷすように.人-L ンベラ同 (64m 世" '-H 山由 fFI 川町 (64m¢) および

l~i )l~ のアンテナと地上のアンテナで川成される V '，(1波， If 脆 );.1 I,,) (26m¢)を汀 I' 、るものです。 TOHS

L.131(l!iL:J:Ali 紘-F i!t ;:-1') ンステムであリ，その J，1i で受信した';[!:波仰の'疋 i庄は.テ- 5'1~1~~ を j凶して

総長( I 沙 a-I としてのアンテナ 11.1 1の距向 If)を地球 米間ホワイ，- "1 ンズ付に送らiL記録されます。そ

直後以卜にできる判長があります。これまで米， して各地卜アンテナで記録したデータと共に， ~(

19;.ソそれに日本( .j 宙科守研究所.東京天文台 1£1へイスタッ 7 m)で相|刻処fit されます。

'， [i庄研究所)の谷組織で， VL. BI 咋 JTJj:ir I，l.を作る 日本からはがij j£の 3 機I~Jが参JJII して押怖を進的.

検討が近められて4、ました。 61 1f· 7-8)~ と 62年 I 川町 2\'" に分けて観測を ij

図 l は， IJ~'のスへースV L. B Jl柑11~の系をぶし いました.その結*. "I・ DRSデータと地上In)デー

ます。 lid壬10m 級のlIlilllJ川アンテナ， If，仰デ-:9 :9の jnJ てa下 i!t 7 リンジが仰ら jし世界で初めての

を 1脱線 1111 $.!j~でI也卜に降ろすための辿伝川アンテナ スペースV l. lll尖験は大成功でした。状線以は地

が袈仙されています。ア/テナ・ 'r{1械に|抑えli して 球，(-，:慌の 2.2111 て“あり，勿品VLBI としては III; ~， J此

は<人のような技術的課地があります。" )アン 低記録です。

テナのiIi' リ必み・以開法 b) 小さ "'j術ill桃体に 図 2 は，ニのデータを lbに，:I·.Qされた屯波J.1 ~

乗っている大きく 4吐いアンテナに対 l. 1， 1") を O. (名林1127-245) の'7'，/ヒノグです。ニのJ.1 !. につ

01・以 I;の利J~ て叶;1J御する ML c) 原本財波数を いては初めてのVLHI データとなりました由、 朝1

地 i から j~illl. '-.に無線恒|線を泊して送り込む場合. 剖lが IVI ，r!'に抗かれており.大文，'{的にも iii:iR~よも

屯波泊断的変動による '，[i:lJ.! iの不 £{-lii 刊を Ali けする のです。本実験により技術的問題に対する解決策

/ が示されましたので，今後の作問のスペースVLl ll

/:;'j~ jiM1,1. Hllhj に，大きな影科をワえるものと，巴われま
す。 宇'd i 研一 I:',ij ~lf' "む
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定霊童挙:
同日 ・山 ...1'..... ・岨n. 己土旦!...

.守I!' I , T γ~.，!・ v'払:;:l Ie 図 2 初めてのスペースVし81実験による電

波星像 (JPL鑓供)図 T スペースVし81システムの構成例
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お酒とつきあって半世紀

ISAS ニ 1 ースには作JJ~ LI~~かせて町ぃ、たが.いつ

らl'!·lfliII~: ?ぷ旺 iたったので.今回は「 44 焼肉 J にち

なんだ l品世 iにした".

はじめて rむさけ J を飲ん I': 町はず ;"t 高校的山 Ii;· 郎

町キベンフでヒールを肱，f，. tのゐで飲んど時である" ,ti
、、と、、勺て針少tJ，11 を詰4ぺf/.; グ〉はM と 1Jj，(.- t.:ったことカ

Wik'"物月!の"/:'1..:.になった町は太・I'汗戦争が船主ゥ

て 1:1 1 むなくのことである 戦時下と言うので存み保ペJ

科PI~h{にそろそろ r?'lさんお断り」というι石似かチ

ラホラかカっていたか. "Jと際にはそれほどの不I"Irllは

なく その打肱を州f.，Mヮて 1"1 尖験室町人りU にカ

けておいたりした 2 年 (III制では枇軒"1"1'-)から大

J 院にカ・けて 2 年 1111 1'，は印刷M':1;[[1にあった出市町研

究所てーマクネ l ロノのf<Jf 先をしていた。"立辺市先'I プ~r

fiJiJ.:: で. "記 J~' ，. ~リ JA< 小谷光 J たちがイ f?'l なマグネ卜

ロンJIl L詣を Jじ防止されたところである。あるとさ.ある

刊紙、 It III1-,'..t とらよ勺としたいさか t 、を起よし‘その崎茶

帆HI"1で付 f) けることになった。そのとさは j~1 けたとは

品.'， h~ 主か勺たカ -I 瓦 I' から人 J'; イ、行 iり l け Ii にカンワ

Jレ t.i=.射的叫んで n，，，;，~ を 1 1I 11M した。

判 1圭しばりくして阪大に J，こった。 J 多 IHJ に ill; il すー

刀、1I}~，ll で沸山を，11 勺て処仰したドラム民的エザールアル

コ Jレに枕m械を ilL-\!:ては 先生. !， ;JN，'の削眠たちと

H 伐飲んでいたのfI: '1-. ししていた~:どがそちり町、ニと

/1~わりはえてい古い.

I%011:li;j 後. ~巳帖の r;"111 料iJl. il\l ll 叶( ，j，大の観測所が

:H~ とる内相グ>. )、開ぇ Iii 止 ).:;.(1) ，;ぐラ γ ク) Ie' 、たことカ eあ

る ノ?と泌勺て ハスが -u -f世 I': け 2 - 3Ti でやっ

てくる ド作何人;t. 1 与に k刊と~t:触するのカ楽しみ

て 1，，: H,; <.スで Jf; J日した ι ので品る.ある Hι そろそろ

行か~，て !との似カ・なくなるとパう引に f，風が来て

政 U ド作との辿給ヵ υI)il.食料カサt りなくなってきた
ことがある r，'~\の七リ よしIf:せておけと.まとれ

風カぬりていて"'が沿に倒れるなかを 'I':a.~*p まで駆け

附りた ft干もを llj主んで Il<に主った句き He 、な JIll<に

な勺ていた f'rf.\ っているだろヲと一人て'Il< i直を TE り

はしめた と、ニろカ・伐の晶、林地 ':i iは怖い ιのてある

'卜さな本町 v·' カやくとと L にいろいろ'/..5ををえるのカ‘

('I と ι 伊 I' 将 I"J で不気"ふて'ある そのヲちょ〈見ぇ主い

J且内川 0，て制を少し柏めた ω {、ニの肱 lよ今で L ス'"ー

や 111 なけを寸ると思い:1\したように制くなる、ニとヵ、あ

る) tt'..f 判也 ii? を "~II たら引くな勺て 4、て 、Y ち II ま勺

て fj 、むわけにはいカない へたは勺てしまって少しず

つ仰を ;il 端にトろし た lll. .lIIJfi ，止の ある人の五段て

宇宙科学研究所小田 稔

「イノハーんの Itt 妓Ji ~J (こんむ"い Ii はむヲ i曲川しな

、、ヵ '1， LIι むい)グ》よフに町伝聞:となって j'lJlf した -,
f ジープて'-'P i~!りを取 I) に行って (Hたが 丘っ先に見

つかったのがIt;:後まで持ちこたえたお柄.次に村〈行

ったところに引のドに開めた肉{狐町 Ill ，レ) そして L

っと先に λ; さな kill カeあって . j'j時何分にニこまで叫

.l'iとへ〆で占いてあヮたのが円分の IUI70 い話にな勺た

むのてーある.つまリ柄.内 野菜と揖 Eぷに町if;): をつ

けてし、たニとになる。

1950年代的川 I'は NIIT( マサチューセァツよ件大 "n

にいたが独身で収入はよく航雫の耽 ill.さん.哲 '~'I' の

ktよさん等と随分飲んだ.そのころほえた 007によく /1\

て〈るカクテル的ドライ・ 7Jレティユとの f·J さ合いは

よた続いている.大時円的 f主などボス l ン的問状線句

128-t;線を、 l叩t}~.f，，~·.， ;i~置でハンドルにもたれてポストン町

北と fH とハーティ円カけ ι ちをした.

191叫年ごろ (I SAS ニ A ース N(l72 牧山さんの l記事

参!\(\ )似附 MIT ラハス )..::'f:)1 、|日 l の '('tii 料l蹴州戸 i)i を

アノデスのチペカノレタヤ IIJ (t~， :·:i52 肌)m .I) に作勺た。

品る日午ボリビアの川町 Ii (といっても t~ ;r~は'，;\ 1:" .1より

町、、)ラ，、スで小さな ILl 際会設があ勺た。あるナイ l

クラブ Ie 2- :1 のk.人とパランタイノを一本山ゥて

(人場料的代。けねばっていた。私的いっし慨にいた

ホステスとワロアて-'1'(1 ると f{~はこんなにつよか勺た

かと思うほど 7 まく踊れてお容さんの打I T' を浴ひeて品

、、気持ちだった.ところが伐中 12時( 2I時だったヵ ι)

場内が町くなって隅にいたホステス艇がやおり llii を脱

ざ始的てス I· IJ -;l 7 を制り始めたむのである.なるは

どヲま〈は IHC II ったのはこっちのせいではなかヮた

と納仰 しかしその後何年かは ILl際会ぷでは制リがう

まい仰という血れカサ.Iiうていた.

196(")年. 十 Hi研にやってくると. 'n己さんに内之浦

に迫れて行かれ ロケ γ トのfI:~壬とと L に r -j'.:焼 ~-IJ

町村，"，I を'1:ける 4 とになった.やっと r 'J' 焼酎」に池

りついた.

それにして ι 'I の IJllに1"1分肉体虫同作Hi';の J;l内か

ニ町身体を通り過ぎ.どのi止の昨lJ\1 を慨駄にしている

的とろう えーっと IR2 合相当{ちとあよいか l)

211与 1111 として t お I.: .J，外的る)
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